
国際児童年記念事業

が｀
S､－

'79

^｡

岫

太陽の城完工式のテープかソト(4月29日)
　児童及び青少年の健全な余暇活動・芸術文化活動、特に音楽の練習場としての利用が期待さ

れます岡崎市青少年センター太陽の城が、乙川の清流をへだてて岡崎城と相対する位置に、欧

風古城スタイルの５階建てで完成しました。

　みで守育崎市民憲章

１、緑と太陽のもと、祖先の遺産を大切に

　美しい心をみがきます
　わたくしたちのふるさと岡崎は、由緒ある史跡に京み、自然がまだまだ多

く保存されています。この芙しい匯みよいまちは、児人が大切に育ててきた

好ﾉ)の結岫です。わたくしたちは、その･･つ　･つ今人伺こ守り、さらに次の

Ill;代へ引きついでいきたいものです。
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四
月
二
十
コ
日
、

市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
が
市
内
六
十
四

投
票
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
身
近
な
選

挙
だ
け
に
投
票
率
も

八
二
・
四
七
八
－
セ

ン
ト
に
達
す
る
高
い

関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
岡
崎
市
体

育
館
で
無
投
票
と
な

っ
た
市
長
選
の
選
挙

会
と
市
議
選
の
選
挙

会
（
開
票
）
が
行
わ

れ
、
内
田
喜
久
氏
の

市
長
当
選
決
定
に
続

市
長
に
内
田
喜
久
氏

　
ア
ミ
ニ
テ
イ
の
充
実
、
文
化
環
境

の
向
上
、
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
①
心
の
ふ
れ
あ
う
愛
の
市
政
、

②
行
財
政
の
効
率
的
運
用
、
③
公
正

清
潔
、
明
朗
の
市
政
、
④
郷
土
産
業

市
議
会
議
員
四
十
四
名
誕
生

青
山
秋
男

福
　
岡
　
町

自
由
民
主
党

　り４浅
井
正
三

鴨
　
田
　
町

自
由
民
主
党

無材荒

所木井

属町実

j，

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

無僑石
臼温

属町平
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ぼ
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党
　
ｂ
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｜

｜

岩
瀬
信
一
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平
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所
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・
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．
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１
　
　
　

１ ｔ
ル
↑
七

　 　 　
ｉ

了
れ
寺
口
¨
’

　
　
“
り
祗
銚
所
属

岡
村
秀
夫

　
本
　
　
町
　
　

ユ

日
本
社
会
党

　
　
　
　
●

の
振
興
と
豊
か
な
町
、
⑤
市
民
意
識

の
高
揚
、
⑥
ロ
マ
ン
と
文
化
の
あ
る

町
を
市
政
運
用
の
重
点
と
し
て
、
個

性
あ
る
都
市
づ
く
り
に
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

奥
村
昭
司

ハ
　
供
　
町
　
　 ｉ

公
　
明
　
党
　
　
　
　
’

に
一
一

　
　
　
　
加
藤
清
市

ｔ
一

・

　
り
　
　
　
　
　
無
　
所
　
属

神
谷
武
夫

本
　
　
　
町
　

２

無
　
所
　
属

　
　
　
　
　
　
　
河
合
信
輝

―
　

明
大
寺
町

　
　
一
　
　
・
　
公
　
明
　
党

河
澄
　
亨

無才

所栗

属町



お　か　ざ　き市政だより３－　昭和54年５月15日-

一市長市議会議員選挙
き
、
二
十
三
日
午
前

一
時
三
十
五
分
に
は

市
議
会
議
員
四
十
四

名
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
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史

　
　
　
／
I
　
　
　
　
　
　

笑
　
八
日
　
町

■
　
　
　

‥
　
　
‥
鵬

　
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｌ
　
１
　
１

高
村
　
正

六
　
名
　
町
　
　

ふ

無
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ｆ
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杜針　狙

　　　一党町教

近
藤
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志
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町

無
　
所
　
属
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築
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萩
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岡
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く
わ
し
い
こ
と
は
、

　
　
「
緑
と
太
陽
と
清
流
の
福
祉
文
化
都
市
Ｌ
を

目
標
に
、
市
民
と
の
対
話
と
信
頼
の
市
政
、
合

意
と
参
加
の
市
政
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
み

な
さ
ん
の
広
範
な
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
市
政

に
と
り
入
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
よ
う
と
、
市
長
に
手
紙
を
出
す
月
間

を
実
施
し
ま
す
。　

テ
ー
マ

　
こ
れ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
特
に

定
め
ま
せ
ん
。

　
‐
頃
、
巾
政
に
対
し
て
ご
】
う
し

て
欲
し
い
几
　
「
こ
ん
な
こ
と
で
困

っ
て
い
る
～
　
「
こ
の
よ
う
に
し
た

ら
良
く
な
る
」
冷
、
巾
民
の
み
な
さ

ん
の
‐
常
生
活
に
お
け
る
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
え
、
一
昭
和
五
十
川
年
岡
崎
市
民

の
行
動
テ
ー
マ
」
‐
‐
‐
‐
‘
‐
○
巾
民
の
ふ

れ
あ
い
を
高
め
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
し
よ
う
　
○
束
海

大
地
震
説
に
そ
な
え
、
自
主
防
災
休

制
を
充
実
し
よ
う
　
○
予
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
噸
い
、
国
際
児
童
年

を
成
功
さ
せ
よ
う
Ｉ
Ｉ
に
つ
い
て
の

ご
提
案
、
ご
意
見
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
対
　
象

　
市
内
に
居
匯
し
て
い
る
か
た
と
、

巾
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
か
た

に
限
り
ま
す
。
そ
の
他
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
方
　
法

　
封
書
に
よ
る
郵
送
を
原
間
と
し
ま

す
。

　
期
　
間
　
　
六
‐
‥
・
一
日
一
三
ト
日

　
送
り
先

　
〒
四
川
四
　
岡
崎
巾
十
王
町
ニ
ド

目
几
番
地
　
岡
崎
巾
役
所
市
長
公
室

陪
書
渫
広
聴
係
内
「
拝
啓
市
長
さ
ん
」

係
あ
て

　
そ
の
他

一
　
郵
便
料
金
は
、
各
自
で
負
担
し

　
て
く
だ
さ
い
、

二
　
手
紙
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年

　
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を

　
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
明
記
さ
れ

　
た
か
た
に
は
、
同
答
書
を
送
付
し

　
ま
す
。

秘
書
課
広
聴
係
酋
2
3
－
６
０
１
２
・
６
０
２
６
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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岡
崎
巾
民
憲
章
は
、
巾
民
の
み
な

さ
ん
が
、
気
軽
に
、
未
来
に
向
か
っ

て
実
行
で
き
る
巾
民
共
通
の
よ
り
ど

こ
ろ
、
心
が
ま
え
、
目
標
で
す
。

　
こ
れ
を
広
く
巾
民
の
み
な
さ
ん
に

啓
発
し
、
み
な
さ
ん
が
憲
章
精
神
を

人
切
に
守
り
育
て
、
一
人
。
人
が
実

践
し
。
よ
り
明
る
い
市
民
生
活
を
め

ぎ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
憲

章
を
題
材
に
し
た
書
道
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

　
課
　
題

　
次
の
市
民
憲
章
の
肖
色
字
句
を
題

材
と
し
て
、
作
品
に
し
て
く
だ
さ
い
。

｜

　
〇
岡
崎
巾
民
憲
章

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
と
輝
か
し
い
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ

な
が
ら
、
明
日
を
め
ざ
し
て
、
た
く

ま
し
く
歩
む
岡
崎
巾
民
で
す
。

　
　
　
緑
と
太
陽
の
も
と
。
祖
先
の

　
　
遺
産
を
人
切
に
、
災
し
い
心
を

　
　
み
が
き
ま
す
、

　
二
　
三
河
魂
の
伝
統
を
生
か
し
、

　
　
教
養
か
・
鳥
め
、
文
化
の
向
上
に

　
　
っ
と
め
ま
十
。

　
三
　
吐
会
の
き
ま
り
を
守
り
、
友

　
　
愛
を
深
め
、
健
康
な
か
ら
だ
を

　
　
き
た
え
ま
す
。

　
四
　
青
少
年
に
夢
を
、
包
人
に
安

　
　
ら
ぎ
を
、
し
あ
わ
せ
な
家
庭
を

　
　
つ
く
り
ま
才
。

　
五
　
勤
労
に
誇
り
と
喜
び
を
、
力

　
　
を
あ
に
わ
せ
て
、
豊
か
な
く
ら
し

　
　
を
き
ず
き
ま
す
。

　
応
募
資
格

　
巾
内
に
居
化
し
て
い
る
か
た
、
及

び
市
内
の
■
≪
.
ｋ
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

か
た
に
限
り
ま
す
。

　
種
　
別部部

｀
―
χ
ｌ
ｆ

　
－

｀

＆
□

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

鳥
校
生
、
一
般
の
部

作
品
規
定

般
は
町
名
）
。
氏
名
を
明
記
し
、
ま

た
一
般
に
つ
い
て
は
、
作
‥
叩
裏
面
右

側
に
住
所
、
年
齢
。
職
業
、
電
話
番

号
を
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
一
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
締
め
切
り

　
六
月
十
五
日
消
印
ま
で
の
郵
送
、

又
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
　
表

　
人
賞
者
に
は
ご
通
知
す
る
と
と
も

に
、
七
川
一
日
巾
制
記
念
‐
式
帆
ハ
会

場
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　
賞

　
各
部
と
も
そ
れ
ぞ
れ

岡
崎
市
長
賞
　
一
点
（
賞
状
、
楯
、

　
賞
岫
）

一
席
　
一
点
（
賞
状
、
楯
、
賞
‥
川
）

二
度
　
三
点
（
賞
状
、
楯
、
賞
‥
川
）

匯
作
　
五
点
（
賞
状
、
賞
品
）

人
選
　
三
十
点
（
賞
状
、
記
念
品
）

　
審
　
査

　
岡
崎
市
現
職
教
育
委
‥
‥
ハ
会
書
町
部

　
送
り
先
（
届
け
先
）

　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
十
王
町
二
丁

目
九
番
地
　
岡
崎
市
役
所
市
長
公
室

秘
書
課
市
民
運
動
係
内
「
市
民
憲
章

書
遺
作
‥
皿
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
あ
て

　
そ
の
他

　
入
賞
作
品
の
版
権
は
岡
崎
市
に
属

　
書
休
は
、
一
部
楷
書
、
二
部
楷
書
　
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

も
し
く
は
行
占
、
三
部
構
書
・
行
書
・

‥
い
書
と
し
て
、
各
部
と
も
川
紙
は
半

紙
を
使
川
し
て
く
だ
さ
い
。

　
作
品
左
側
に
在
校
名
、
学
年
二

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
秘
書
課
市
民

運
動
係
豊
2
3
－
６
０
２
５
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。



6 －

-/ タ

J皿如斑逐:

市
民
意
識
調
査
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

地
域
別
構
成

本庁管内

　37.6％

7｡7%

　東部支所管内

六ツ美
支所管内

ズ

総　数

1,879人

吠平χ

支所管内

　9.4％

-岩津
支所管内

k 12.2％／

狐μ

13.0％．

’岡崎

支所管内

　12.9％

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
も
な
項
目
に
つ
い
て
ご
紹
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
’

－
…
：
：
－
…
…
。
…
：
：
－
…
…
…
…
。
：
…
。
：
…
。
…
：
…
…
都
市
司
題
　
　
９

介
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
。
　
≒
―
。

‐
―
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
Ｉ
‐
‐
ｌ
‐
1
1
1
1
1
‐
‐
―
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
‐
１
Ｉ
‐
‐
1
1
1
1
1
1
1

（
な
お
、
百
分
比
に
つ
い
て
は
、
小

数
点
以
下
第
二
位
を
四
捨
五
人
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
現
在
感
じ
て
お
ら
れ
る

算
出
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
百
分
比
　
　
フ
エ
ー
ス
ー
シ
ー
ト
　
イ

の
合
計
が
Ｉ
〇
〇
％
に
な
ら
な
い
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
は

俘
が
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
別
・
年
代
別
構
成
　
　
　
　
●
古
い
城
下
町
の
伝
統
を
引
き
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
ま
ち

¨
ぺ
戻

り
　

～
　
　
　

じ
　
　
　
　
゜
禁
ｔ
自
１
笥

糾
に

　
”
　
　
　
　
　
４
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
・
８
％

　
　
・
　
軋
４
　
　
　
　
　
　
　
｀
命
　
　
　
　
　
　
　
女

5
1
　

9
％
　
　
　
Ｊ
　
　
　
●
産
業
が
ｗ
ん
で
Ｉ
：
Ｘ
物
も
便
利
な
ま

　
ｔ
｀
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
　
　
　
　
吠
2
4
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
８
・
Ｉ
％

　
　
　
　
　
　
　
４

”

゛
皿
λ
。
　
以
下
●
宅
　
開
発
の
盛
ん
な
ベ
ッ

、
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
、
り
　
2
0
　

①
　
　
　

ド
タ
ウ
ン
●
古
い
史
跡
な
ど
に
古
ま

で
會
ｆ
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
　
4
8
　
‰
　
　
　
れ
た
観
光
の
ま
ち
●
教
育
環
境
が
よ

｀
　
‘
’
な
　
　
　
　
、
．
Ｊ
一
　
　
　
　
ｔ
Ｊ
　
　
Ｉ
　
　
　
’
ヽ
ご
入
化
の
水
準
も
高
鬘
教
の
圭

'
Ｊ
Ｃ
-
　
･
^
　
　
　
　
　
．
Ｓ
＾
ｌ
ｋ
　
ｔ
.
　
　
　
　
　
^
＜
^
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
・

-

-

●

●



お　か　ざ　き市政だより昭和54年5 J･j15日７-

40％30％20％

〔前回調査(昭和48年度)との比較〕

　　　　　　　　　　　　10％

将
来
ど
の
よ
う
な
性
格
の

　
都
市
に
発
展
す
る
こ
と

　
　
　
　
を
望
み
ま
す
か

市
政
参
加
　
　
　
≒

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
　
　
’
‘

今
身
近
で
最
も

関
心
を
も
っ
て
い
る
問
題
は

●
交
通
安
全
問
題
　
　
　
Ｈ
・
３
％

●
教
育
問
題
　
　
　
　
　
９
・
６
％

●
老
人
福
祉
問
題
　
　
　
８
・
７
％

●
住
宅
問
題
　
　
　
　
　
６
・
７
％

●
下
水
道
問
題
　
　
　
　
６
・
７
％

　
以
下
●
消
費
者
問
題
●
都
市
計
両

問
題
●
交
通
機
関
問
題
●
公
害
問
題

●
農
業
問
題
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
政
に
対
し
て

　
　
注
文
が
あ
る
場
合
は

●
町
内
会
な
ど
で
ま
と
め
て
市
へ
鴎

き
か
け
る

９
１
］
・
６
％

●
市
役
所
へ
電
話
を
か
け
た
り
手
紙

　
　
　
　
●

　
を
出
す
　
　
　
　
　
　
1
8
・
８
％

●
特
に
何
も
し
な
い
　
　
1
6
・
―
％

●
市
役
所
の
担
当
課
へ
直
接
出
か
け

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
・
３
％

●
市
役
所
の
市
民
相
談
室
へ
相
談
す

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
・
Ｏ
％

　
以
下
●
市
議
会
議
貝
に
相
談
す
る

●
市
民
対
話
集
会
な
ど
で
直
接
市
長

に
伝
え
る
●
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
利
用

す
る
●
報
道
機
関
に
電
話
や
投
書
を

す
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る

　
市
民
参
加
に
つ
い
て

昏昌｀

66.7％　

ノ

無回答3.6％

わからない

　　　20.5％

／
9.3％／

市政の．

とは、ｉ

役所に
かせて

けぱよ

　
地
域
で
清
掃
や

　
　
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
が

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
場
合
は

●
積
極
的
に
参
加
す
る
　
4
1
・
２
％

●
自
分
の
都
合
や
行
事
の
内
容
を
見

　
て
、
と
き
ど
き
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
・
９
％

●
仕
方
な
い
か
ら
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
・
９
％

●
行
事
の
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

　
が
、
参
加
し
な
い
　
　
４
・
６
％

●
行
事
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・
２
％

●
無
回
答
　
　
　
　
　
　
２
・
１
％

近
所
づ
き
あ
い
の

　
　
　
　
必
要
性
は

わからない･

　　　--－－

無回答2.5％
必要ない

　2.8％

う
に
い

思
い
あ
る

と
お
き
い

だ
お
づ
て

要
｀
所
し

必
し
近
を

亜漿
賢

39.3％
^％55



８－

居
住
意
思

岡
崎
市
に
今
後
も
お
住

に
な
る
お
考
え
で
す
か

一生住みたい

62.3％　　/

すぐにでも

移りたい0.7％
一
将来は移る予定
　3.9％

今のところ

移るつもり
はない

y 29.2％/

　
な
お
、
「
．
生
削
み
た
い
」
、
「
今

の
と
こ
ろ
移
る
つ
も
り
は
な
い
」

と
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
理
由
を
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
●
土
地
や
家
屋
が
あ

る
●
愛
着
が
あ
る
●
環
境
が
よ
い
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
～
将
来
は

侈
る
予
定
」
、
「
す
ぐ
に
で
も
移
り

た
い
」
と
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
理

由
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
●
商
売
な
ど

仕
事
の
関
係
●
環
境
が
忠
い
●
住
叫

に
不
満
が
あ
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。生

活
環
境

自
分
の
住
む
地
域
の

生
活
環
境
は

答
％

い

わからない･無回

一　非常によ

1-　＿

非常によくない

　　　　4.3％
-

C
Ｍ

'
-
-

６
　
％

比較的よ

くない

比較的よい

ヽ、32.8％

10.4％

へ,゛･｀･ぺ

　
な
お
、
‐
、
ｔ
活
環
境
に
つ
い
て
よ

く
な
い
こ
と
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て

そ
の
耶
山
４
　
‘
た
す
に
ね
た
ｙ
こ
Ｉ
ろ
●

下
水
道
が
不
備
●
公
害
が
あ
る
●
交

通
か
不
便
●
教
育
・
文
化
施
設
が
少

な
い
●
人
づ
き
あ
い
が
わ
ず
ら
わ
し

い
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

普通44.5％

今
後
充
実
し
て
い
く
　
ノ

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

交
通
安
全
対
策
は

2 i゛i

-

その他･1

-

又通●M締･;

●弛化する

ｰ-－--

c且灯●ふやT

へ　t5 0゛

; 5.

４
４

．
‐
Ｉ
Ｔ

埼
」

渚

tｌｓ

13 ･f.

1瓢
スクールゾーン●ふやす

ガードレール･

カーブi ラー

－■－.-

5S.Sﾀi

遠鈍備鵬を警備

t暴

S 9゛rＸ

s, 殯頗少iaをふやす

憧号欄をふやすI ＼U

●車直分離を

すすめる

　　18.i％

9｡4％

・.2?
畦車業ih|
-

　
地
震
な
ど
の
災
害
に

　
対
す
る
対
策
は

●
情
報
が
早
く
伝
わ
る
よ
う
連
絡
体

　
制
を
怯
え
る
　
　
　
　
3
5
・
Ｏ
％

●
避
難
場
所
、
避
雛
道
路
を
整
備
す

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
・
７
％

●
住
民
に
対
す
る
防
災
訓
練
を
実
施

す
る

1
6
・
６
％

●
飲
み
水
な
ど
を
確
保
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
・
Ｉ
％

●
救
急
医
療
体
制
を
確
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
・
６
％

知っているが、分別して

出していない1.1％

知らない2.8％
　　･一一---一一-･

ゴ
ミ
処
理

（
資
源
再
利
用
）

普
通
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ

危
険
物
の
分
別
収
集
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
は

無回答1.7％

ヽ，

知っており、分別して

出している

　　　　　94.4%

へ
一
ｙ
～
胴



きお　か　ざ市政だより日
昭和54年５月15

-９

ゴ
ミ
の
減
量
運
動

　
　
に
つ
い
て
は

●
一
部
は
自
家
処
理
し
、
そ
れ
以
外

　
は
市
役
所
の
収
集
単
に
も
っ
て
い

　
っ
て
も
ら
う
　
　
　
　
6
5
・
７
％

●
全
部
市
役
所
の
収
姚
単
に
持
っ
て

　
い
っ
て
も
ら
う
　
　
　
2
8
・
６
％

●
全
部
自
分
で
処
理
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
・
３
％

　
以
下
●
空
地
な
ど
に
捨
て
に
行
く

●
お
金
を
出
し
て
民
間
の
収
集
車
に

持
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
家
具
な
ど

大
型
の
不
用
物
の

再
利
用
に
つ
い
て
は

●
で
き
る
だ
け
修
理
し
て
、

だ
け
使
う

使
え
る

5
7
・
１
％

●
電
気
屋
や
古
物
商
な
ど
に
引
き
取

　
っ
て
も
ら
・
う
　
　
　
　
1
3
・
９
％

●
親
戚
、
知
人
な
ど
、
欲
し
い
人
に

　
ゆ
ず
る
　
　
　
　
　
　
　
1
0
・
９
％

●
廃
品
回
収
業
者
に
引
き
取
っ
て
ら

ら
う

９
・
６
り
力

●
町
利
川
に
つ
い
て
は
特
に
ｔ
え
て

　
ぃ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
６
・
Ｉ
％

余
暇
利
用

余
暇
時
間
を

有
効
に
す
ご
す
た
め
に

　
　
　
必
要
な
施
設
は

無回答A.b%
その他･2.3％

一一一一

劇場や映Pil

スポーツ施設

　　　31.4％

1｡9％

-
－ル，

-

集会所やクラブなど

動･植物園
9｡5％

” ＝ ･ = - Ｊ

園地

　　　゛゛ゝ、

公園や遊｛

　25.3％

≫6.0?
図書館や美術館
溥物館など

毎日欠かさずしている5.2％

yｉ

７ｊ”－あ・

ふ
鳶

／

｀
、
釦

日
ご
ろ
何
か

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
か

　
ス
ポ
ー
ツ
を
あ
ま
り
し
な
い

　
か
た
に
つ
い
て
そ
の
理
由
は

●
暇
が
な
い
か
ら
　
　
　
3
6
・
Ｏ
％

●
一
緒
に
す
る
人
が
い
な
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
・
４
％

●
場
断
が
な
い
か
ら

●
休
が
弱
い
か
ら

●
き
ら
い
だ
か
ら

６　７　10

　●　　●　　●

８　３　１

％％％

青
少
年
の
非
行
防
止
に

　
一
番
必
要
な
こ
と
は

●
親
．
Ｌ
の
対
話
を
活
発
に
し
、
家
庭

　
教
育
を
充
実
さ
せ
る
　
5
1
・
―
％

●
健
全
な
心
身
を
育
成
す
る
た
め
運

　
動
場
、
体
育
館
、
公
園
な
ど
を
整

　
備
す
る
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｍ
８
％

●
不
健
全
な
映
画
、
雑
誌
、
広
告
な

　
ど
を
排
除
し
、
良
好
な
環
境
を
確

　
保
す
る
　
　
　
　
　
　
1
3
・
５
％

●
専
門
指
導
貝
を
増
強
し
、
指
導
の

　
散
底
を
は
か
る
　
　
　
３
・
３
％

観
光
行
政
　
。
ａ
°
’

　
岡
崎
市
の
観
光
行
政

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は

●
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
　
4
2
・
６
％

●
も
づ
と
力
を
入
れ
て
観
光
客
を
誘

　
致
す
べ
き
だ
　
　
　
　
2
4
・
６
％

●
あ
ま
り
力
を
入
れ
る
必
要
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
・
３
％



10
-

商業統計調査

商業実態基本調査

ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
課
統
計
係
　
ａ
2
3
1
６
0
3
２

　
６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ

い
に
商
業
統
計
調
査
（
３
年
に
Ｉ
回

実
施
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
商
店
（
卸

売
業
、
小
売
業
、
飲
食
店
）
を
漏
れ

な
く
調
査
す
る
い
わ
ば
「
商
業
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、

商
店
を
業
極
別
、
規
膜
別
な
ど
に
区

分
し
て
、
分
布
状
況
と
か
販
売
活
動

な
ど
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
商
業
実
態
基
本

調
査
（
６
年
に
１
回
実
施
）
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
訓
査
は
商
店
の
経

営
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
小
商

業
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
市
常
任
統
計
調
査
員

が
、
お
店
に
お
伺
い
し
て
調
査
票
の

記
入
を
依
頼
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
に

調
査
を
し
集
計
し
た
結
果
は
、
国
・

県
・
市
の
行
政
資
料
と
し
て
、
ま
た
、

商
店
の
経
営
分
析
の
基
礎
指
標
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
秘
密
は
厳
重

に
守
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

市
史
編
さ
ん
周
囲
剛

占
部
用
水
に
か
か
わ
る
史
料

　
正
名
町
総
代
宅
（
昭
和
五
十
三
年

は
野
本
幾
郎
氏
）
や
占
部
川
神
社
に

保
管
さ
れ
て
い
る
区
有
文
書
の
う
ち
、

占
部
用
水
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る

史
料
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

―
慶
長
八
年
、
卜
口
部
用
水
御
墨
附
写

（
御
免
証
文
）

一
通

２
延
宝
九
年
　
高
須
村
用
水
仄
再
度

書

：
二
通

３
亨
保
十
九
年
　
新
井
道
田
畑
畝
歩

　
水
引
帳
他
…
…
…
…
…
…
…
↓
八
綴

４
安
永
五
年

書

高
須
村
よ
り
高
取
訓

一
迦

５
文
化
十
四
年
　
口
上
書
之
覚

　
水
論
一
件
…
…
…
…
…
…
…
一
通

６
文
化
十
四
年
　
若
松
村
用
水
二
付

　
争
論
済
之
書
…
…
…
…
…
…
一
通

７
天
保
三
年
　
柱
村
土
堰
二
付
番
人

　
与
喧
嘩
之
書
…
…
…
…
…
…
一
通

８
天
保
三
年
　
中
嶋
村
利
用
水
一
件

　
国
正
村
庄
屋
甚
左
衛
門
控
：
二
通

９
天
保
三
年
　
柱
村
勘
助
の
一
件
…

二
枚
綴

1
0
天
保
十
四
年
　
取
替
一
礼
之
事
・
：

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
通

1
1
嘉
永
五
年
　
額
田
郡
高
須
村
一
件

　
二
付
書
付
ヲ
以
テ
申
上
写
：
二
通

1
2
嘉
永
五
年
　
高
須
村
入
ｔ
国
正
村

　
外
三
ケ
村
二
相
掛
用
水
出
入
一
件

　
書
類
控
　
三
州
碧
海
郡
国
正
村
外

　
三
ケ
村
…
…
…
…
…
…
…
…
一
冊

1
3
嘉
永
五
年
　
乍
恐
以
書
付
奉
中
上

　
候
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
通

1
4
嘉
永
六
年
　
三
州
額
田
郡
高
須
村

　
二
掛
ル
書
付
…
…
…
…
…
…
一
通

1
5
嘉
永
六
年
　
三
州
額
田
郡
鳥
須
村

　
一
件
本
多
中
務
大
軸
領
分
：
こ
冊

明
治
時
代
の
も
の
と
し
て
は

▼
占
部
用
水
関
係
図
而
…
…
…
一
一
一
枚

占部用水にかかわる史料の一部

▼
占
部
用
水
板
張
事
件
費
帳
：
二
冊

▼
占
部
用
水
三
百
年
祭
来
客
人
名
簿三

冊

▼
占
部
川
間
数
並
反
別
取
調
帳
一
冊

▼
用
水
路
確
認
願
…
…
…
…
…
一
冊

▼
占
部
川
浚
人
夫
割
出
帳
…
…
一
冊

▼
山
‥
部
用
水
関
係
人
足
党
…
…
一
冊

占
部
用
水
に
か
か
わ
る
最
古
の
史
料

は
左
記
の
慶
長
八
年
の
御
免
証
文
で

あ
る
。

　
参
州
碧
海
郡
浦
部
Γ
レ
レ
ト
Ｌ

天
水
場
に
付
慶
長
三
年
よ
り
願
候
間

今
度
世
務
被
仰
付
願
之
趣
同
天
水
場

並
玖
僑
迄
為
致
出
米
相
渡
候
也

此
用
水
四
ヶ
所
よ
り
外
へ
掛
引
仕
村

々
有
之
候
は
ば
右
の
四
ヶ
所
ヘ
ー
ヶ

村
に
付
貰
銭
五
百
文
宛
相
渡
可
中
事

永
々
域
僑
入
用
は
其
の
節
の
代
官
地

頭
よ
り
可
致
事
猶
用
水
に
は
代
官
地

頭
構
中
間
敷
事
永
々
於
違
背
者
其
節

の
大
公
儀
江
此
証
文
出
し
又
々
願
可

申
候
也
永
々
引
替
断
御
免
証
文
出
置

者
也
　
　
　
　
本
多
豊
後
守
内

　
慶
長
八
年
卯
四
月
十
五
日

　
　
　
　
　
本
多
十
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
水
野
作
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
伊
奈
備
前

図@ ⑩

　
　
　
１
５
‘
　
野
本
新
十
郎
殿

　
　
　
鋼
吝
住
　
渡
辺
　
弥
蔵
殿

　
占
部
四
郷
（
国
正
、
中
村
、
定
国

正
名
の
各
町
）
以
外
の
村
が
用
水
を

必
要
と
す
る
時
は
Ｉ
ヶ
村
に
つ
き
五

百
文
渡
す
こ
と
、
く
い
が
必
要
な
場

合
は
代
官
地
頭
が
責
任
も
っ
て
準
備

す
る
こ
と
な
ど
１
　
［
部
用
水
の
価
値
が

大
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
反
面
、

周
囲
の
村
と
の
水
争
い
の
誘
因
に
な

っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　
今
後
に
残
さ
れ
た
解
明
す
べ
き
点

は
、
①
水
論
の
実
態
②
卜
部
、
浦
部

占
部
の
変
遷
③
野
本
新
十
郎
、
渡
辺

弥
蔵
に
関
す
る
調
禿
な
ど
で
あ
る
。

　
近
世
調
査
委
員
　
　
杉
浦
尚
夫
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市政だより　お　か　ざ　き

　
国
際
児
童
年
事
業
の
一
環
と
し
て

岡
崎
の
子
ど
も
ま
つ
り
が
菅
生
川
の

河
原
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
川
５
‐
）



12 －

し
尿
く
み
取
り
取
扱
い
の
ご
案
内

岡
崎
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

H
ｃ
ｓ
j
-
5
４
３
６

　
新
し
く
く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
　
　
利
用
し
た
り
、
３
世
帯
が
２
ヵ
所

か
た
や
、
水
洗
便
所
等
に
改
造
し
た
　
　
　
の
便
そ
う
を
使
用
す
る
し
尿
を
く

た
め
に
く
み
取
り
の
必
要
が
な
く
な
　
　
　
み
取
る
と
き

っ
た
か
た
は
、
市
民
課
又
は
も
よ
り
　
③
　
定
額
制
世
帯
で
便
そ
う
が
小
さ

の
支
所
へ
川
け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
く
。
―
力
月
に
２
回
以
上
く
み
取

　
な
お
、
す
で
に
く
み
取
り
の
必
要
　
　
る
世
帯
は
定
期
の
く
み
取
り
が
定

が
な
く
な
っ
た
か
た
や
、
廃
止
の
届
　
　
額
制
、
そ
れ
以
外
の
く
み
取
り
は

出
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
お
早
　
　
従
量
制
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
が

め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
申
出
を
し
た
場
合
は
定
期
の
く
み

　
世
帯
人
員
、
便
そ
う
の
種
類
な
ど
　
　
取
り
も
従
量
制
扱
い
と
な
り
ま
す
。

に
よ
り
、
く
み
取
り
世
帯
は
次
の
よ
　
④
　
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

う
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
事
業
所
、
店
舗
な
ど
の
便
そ
う

糞
定
額
制
く
み
取
り
世
帯
（
世
帯
人
　
⑤
　
新
し
く
、
く
み
取
り
巾
出
を
し
、

　
以
に
よ
る
計
算
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
初
に
く
み
収
る
と
き

①
　
９
人
以
下
の
世
帯
人
員
が
使
う
　
⑥
　
便
そ
う
が
大
き
く
、
年
数
同
の

　
便
そ
う
で
、
１
ヵ
月
に
１
回
の
く
　
　
　
く
み
取
り
で
従
量
制
の
適
用
を
受

　
み
取
り
で
す
。
料
金
は
世
帯
人
員
　
　
け
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
世
帯

　
で
計
算
し
ま
す
の
で
、
人
員
が
変
　
　
　
の
便
そ
う

　
わ
る
と
き
は
、
市
民
課
又
は
も
よ
　
⑦
　
多
量
の
水
お
よ
び
薬
品
の
使
用

　
り
の
支
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
に
よ
っ
て
、
あ
わ
水
を
発
生
さ
せ

②
　
く
み
取
り
料
金
を
計
算
す
る
世
　
　
　
る
簡
易
水
洗
く
み
取
り
便
所

　
帯
人
貝
を
定
め
る
日
は
、
く
み
取
　
⑧
　
無
臭
便
所
の
便
そ
う
以
外
の
部

　
る
‐
の
前
月
の
1
0
日
を
功
準
と
し
　
　
　
分
に
貯
留
し
た
し
尿
も
合
わ
せ
て

　
て
良
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
た
数
　
　
く
み
取
る
と
き

　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
く
み
取
り
便
所
の
損
傷
な
ど
に

や
従
量
制
く
み
取
り
世
帯
（
く
み
取
　
　
　
よ
り
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要

　
り
量
に
よ
る
計
算
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
措
置
の
勧
告
を
受
け
た
か
た
が
、

①
　
1
0
人
以
上
の
世
帯
人
員
が
使
う
　
　
履
行
し
な
い
と
き
は
従
量
制
に
な

　
便
そ
う
の
し
尿
を
く
み
取
る
と
き
　
　
　
り
ま
す
。

②
　
２
世
帯
が
１
ヵ
所
の
便
そ
う
を
　
・
特
に
、
無
臭
便
所
の
し
尿
く
み
取

り
に
つ
い
て
は
、
く
み
取
る
方
法
に

よ
り
、
次
の
図
の
と
お
り
く
み
取
り

料
金
が
違
い
ま
す
。

　　　　　　　　　図１

定額制のくみ取り料金

　　　　　　　　図２

従量制のくみ取り料金
便そうのみの

し尿をくみ取

るとき。

し

本人の申出により

便そう, 縦パイプ

および横パイプの

し尿も合わせてく

み取るとき。

｜｜

１

麟
参
加
畿
旨
彰
町

　
保
健
所
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
浄

化
そ
う
の
立
入
り
検
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
み
る
と
、
初
歩

的
な
ミ
ス
が
か
な
り
あ
り
、
ひ
ど
い

も
の
で
は
３
年
間
に
Ｉ
度
も
清
掃
し

た
こ
と
が
な
い
と
い
っ
た
例
も
あ
り

ま
す
。

　
浄
化
そ
う
を
正
し
く
竹
理
す
る
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

'
-
・
■
充
分
な
空
気
が
必
要

　
▼
　
モ
ー
タ
ー
の
あ
る
浄
化
そ
う

　
　
は
、
絶
対
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
ら

　
　
な
い
。

　
▼
　
送
風
孔
や
格
子
蓋
を
ふ
さ
が

　
　
　
な
い
。

ｔ
充
分
な
水
が
必
要

衛
生
セ
ン
タ
ー
酋
刀
　
　
－
５
4
３
６

　
岡
崎
保
健
所
　
≫
2
2
－
2
5
0
1

　
　
▼
　
使
用
後
は
必
ず
水
を
流
す
。

　
　
▼
　
便
器
の
掃
除
は
薬
剤
や
洗
剤

　
　
　
を
使
わ
ず
、
ぬ
る
ま
湯
で
行
う

　
一
一
浄
化
そ
う
を
つ
ま
ら
せ
な
い

　
　
▼
　
水
に
溶
け
や
す
い
紙
を
使
う
・

　
　
▼
　
ゴ
ム
製
品
、
タ
バ
コ
の
吸
い

　
　
　
が
ら
な
ど
は
絶
対
流
さ
な
い
。

　
争
定
期
的
に
点
検
、
清
掃
を

　
　
浄
化
そ
う
が
正
常
に
働
い
て
い
る

　
か
ど
う
か
、
３
ヵ
月
に
１
回
は
点
検

　
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
で
き
な
い

　
場
合
は
、
保
健
所
長
が
認
定
し
た

　
　
「
し
尿
浄
化
そ
う
保
守
点
検
業
者
」

　
に
委
託
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
浄
化
そ
う
で
分
解
で
き
な
い

　
固
形
物
は
、
底
に
た
ま
っ
て
し
ま
い

　
　
す
。
こ
れ
を
取
り
除
く
た
め
、
１

　
　
に
１
回
を
目
安
と
し
、
市
町
村
長

　
　
許
可
を
受
け
た
「
し
尿
浄
化
そ
う

　
　
掃
業
者
」
に
依
頼
し
て
行
っ
て
く

四
　

さ
い
。

　
Ｉ
消
毒
薬
の
補
給
を

　
皺
近
「
市
役
所
の
衛
生
セ
ン
タ
　
　
　
　
浄
化
そ
う
で
は
．
赤
痢
菌
な
ど
の

の
推
せ
ん
を
い
た
だ
い
た
品
物
で
す
　
　
病
原
菌
を
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
．

と
の
ふ
れ
こ
み
で
、
金
属
　
の
ゴ

一
四

半
月
に
１
度
は
占
検
し
て
、
無
く
な

拍
を
売
っ
て
い
る
業
者
が
い
ま
す
が
．
　
る
前
に
消
毒
薬
を
補
給
し
て
く
だ
さ

衛
生
セ
ン
タ
ー
と
は
一
切
関
係
あ
り

Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ｖ

　
　
　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
　
　
浄
化
そ
う
を
新
設
、
廃
止
し
た
と

　
　
。
よ
お
、
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
米
　
　
、
所
有
者
や
管
理
者
が
変
わ
っ
た

」
い
い

売
　
等
で
購
入
の
う
え
。
ご
使

皿

い
き
は
、
保
健
所
へ
必
ず
届
け
で
て

　
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
く
だ
さ
い
。

｜
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県
、
市
か
ら

次
の
手
当
を
受

け
て
い
る
か
た

は
、
継
続
支
給

に
必
要
で
す
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の

川
書
の
手
続
き

を
６
月
１
日
か

ら
６
月
3
0
日
ま

で
の
間
に
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
川
書
の
手
続

き
を
し
な
い
と

手
当
の
支
給
が

差
止
め
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
・
児
童
手
当

　
　
↓
現
況
届

　
・
岡
崎
市
遺

　
　
児
手
当
↓

　
　
現
況
届

　
・
愛
知
県
遺
児
手
当
↓
所
得
状
況

　
届

　
・
岡
崎
市
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助

　
　
料
↓
現
況
届

　
⑥
福
祉
手
当
↓
所
得
状
況
届

　
手
続
き

　
印
鑑
、
受
給
者
名
儀
の
預
金
通
帳
、

そ
の
ほ
か
に
次
の
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
↓
加
入
年
金
の
記
号
、

番
号

　
岡
崎
市
心
身
障
虫
‥
者
福
祉
扶
助
料

並
び
に
福
祉
手
当
↓
身
体
障
害
者
手

帳
又
は
療
育
手
帳

　
な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
届
書

以
外
に
別
の
証
明
書
等
が
必
要
で
す

か
ら
受
付
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
①
昭
和
5
4
年
１
月
―
目
現
在
の
住

所
が
市
外
の
か
た

　
②
昭
和
5
4
年
６
月
１
日
現
代
受
給

者
と
受
給
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
者

　
（
児
童
）
と
別
居
の
か
た

　
③
昭
和
5
4
年
６
月
１
‐
現
化
住
所
、

氏
タ
‥
、
銀
行
等
の
変
更
の
あ
っ
た
か

た　
受
付
日
時
、
場
所ダｊ

0

4

ﾑ

氷2

ハ

受
付

日
時

福-l’

ベ

市s

リ

所部

岩矢

津作

巾市

民民

セセ

ンン

タタ

I i

六岡
ッ
美
市崎

民

ド

タ
｜所

-A- 111

ぺ

ぐ

パ

受

付

場

所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

成
人
に
な
っ
た
国
民
年
金

社
会
生
活
課
年
金
係
　
豊
2
3
－
6
1
7
1
‐

　
2
0
年
前
の
昭
和
3
4
年
４
月
１
日
、

国
民
年
金
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
2
0
年
、
被
保
険
者
の
数

は
、
１
、
８
５
３
万
人
か
ら
２
、
７

｀
６
６
万
人
へ
・
受
給
者
の
数
は
３
４

｀
３
万
人
か
ら
９
６
０
万
人
へ
。
い
ま
、

一
・
国
民
年
金
は
、
わ
が
国
最
大
の
年
金

ｋ
制
度
と
な
り
、
6
5
歳
以
上
の
お
年
寄

″
り
の
8
9
％
に
年
金
を
さ
し
あ
げ
て
い

Ｔ
す
・

ａ
　
こ
の
国
民
年
金
の
2
0
年
の
歩
み
に

　
　
　
て
、
勤
め
人
だ
け
を
対
象
に
し

　
　
　
れ
ま
で
の
年
金
は
、
農
林
漁
業

　
　
　
小
商
工
業
、
自
由
業
や
そ
の
家

一
　
　

ま
で
大
き
く
　
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
ど
の
職

　
業
に
移
っ
て
も
、
ど
れ
か
の
年
金
を

’
う
け
ら
れ
る
。
国
民
皆
年
金
″
の
仕

　
組
み
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
　
そ
の
う
え
、
福
祉
年
金
を
合
わ
せ

“
る
と
、
み
な
さ
ん
に
差
し
あ
げ
る
国

　
民
年
金
の
6
3
・
８
％
は
国
が
た
し
前

　
を
し
て
い
ま
す
。
物
価
が
上
が
れ
ば

　
届
書
の
手
続
き
に
こ
ら
れ
る
前
に
ゝ

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
;

福
祉
事
務
所
給
付
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⑨
各
種
手
当
の
受
給
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
か
た
で
、
申
請
手
続
き
が

お
済
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
か
た

は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
　
国
か
ら
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ

る
か
た
へ
　
（
お
知
ら
せ
）

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
２
種
類
の
手
当
に
つ
い
て
は

８
月
Ｈ
日
以
降
に
継
続
支
給
に
必
要

な
屈
出
沓
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
も
上
が
る
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
”

制
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ご
婦
人
は
、

誰
で
も
岡
民
年
金
へ
自
由
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
古
い
「
夫
唱
婦
随

型
」
の
年
金
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
、
国
民
年
金
は
2
1
年
目
を
踏

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
み

な
さ
ん
の
国
民
年
金
を
、
よ
り
大
き

く
育
て
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
あ

な
た
の
生
涯
を
大
切
に
守
る
道
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

領
収
書
や
契
約
書
と
　
一

　
　
　
　
印
紙
税

　
岡
崎
税
務
署
　
公
2
2
－
6
5
1
1

　
私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
っ
た
り
も
ら
　
　

っ
た
り
し
ま
す
が
、
不
勁
産
売
買
契
一

約
書
や
什
用
証
書
、
領
収
書
な
ど
を
・

作
っ
た
と
き
は
、
印
紙
税
が
か
か
り

Ｉ

ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を

一

作
っ
た
人
が
、
そ
の
文
書
に
。
定
め
・

ら
れ
た
額
の
収
入
印
紙
を
は
り
消
印

し
て
納
め
ま
す
。

　
な
お
、
仮
領
収
書
や
覚
書
、
念
書

の
う
ち
契
約
書
と
な
る
も
の
な
ど
に
、

収
人
印
紙
の
は
り
漏
れ
が
多
い
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
のこ

よ
必

１
日
　
岡
崎
の
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

　
　
　
　
（
～
2
0
日
）
気
象
記
念
日

　
　
　
電
波
の
日
　
写
真
の
日

　
　
　
水
道
週
間
（
～
７
日
）

　
　
　
お
か
ざ
き
魚
安
売
デ
ー

２
日

４
日

５
日

６
日

７
日

1
0
日

1 1
日

1 7
日

９

　 　
日

2 8
日

2 9
日

3 0
日

お
か
ざ
き
青
果
物
安
売
デ
ー

歯
の
衛
生
迎
間
（
～
1
0
ロ
）

環
境
週
間
（
～
1
1
日
）

芒
種

計
量
記
念
日

お
か
ざ
き
鶏
肉
安
売
デ
ー

時
の
記
念
日

入
梅

父
の
日

夏
至

貿
易
記
念
日

お
か
ざ
き
精
肉
安
売
デ
ー

市
・
県
民
税
（
第
１
期
）
の

納
期
限

困
り
ご
と
相
談
所
・
結
婚
相

談
所
の
移
転
の
お
知
ら
せ

福
祉
会
館
　
豊
2
3
－
８
7
０
5

　
４
月
ま
で
明
大
寺
本
町
岡
崎
日
赤

セ
ン
タ
ー
内
で
開
設
し
て
お
り
ま
し

た
困
り
ご
と
帽
談
所
、
結
婚
相
談
所

は
、
５
月
か
ら
岡
崎
市
福
祉
会
館

「
緑
の
家
」
へ
移
転
し
ま
し
た
。
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松
く
い
虫

　
薬
剤
空
中
散
布
の

　
　
　
お
知
ら
せ

農
務
課
林
務
係
豊
2
3
卜
6
２
0
2

　
森
林
資
源
の
保
護
及
び
水
資
源
の

か
ん
養
を
は
か
る
た
め
、
松
く
い
虫

を
絶
滅
す
る
薬
剤
空
中
散
布
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　
方
法
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬

剤
空
中
散
布

　
日
時
　
▼
第
１
回
　
５
月
2
9
日

（
火
）
午
前
５
時
～
Ｈ
時
　
▼
第
２
回

６
月
1
8
日
（
月
）
午
前
５
時
～
Ｈ
時

　
区
域
　
故
布
而
積
２
０
０
ｈ
で
、

稲
熊
町
、
真
伝
町
、
小
呂
町
、
箱
柳

町
、
田
口
町
、
高
隆
寺
剛
の
各
松
林
。

　
薬
剤
　
セ
ビ
モ
ー
ル
水
和
剤
4
0
％

　
（
力
－
バ
メ
イ
ト
系
薬
剤
）

　
散
布
量
　
第
１
回
１
１
に
c
a
当
た
り

L
Ｏ
'
^

第
２
回
＝
１
ｈ
当
た
り
７
．
７

※
故
布
日
時
は
、
天
候
等
に
よ
っ
て

順
延
す
る
二
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

菊
づ
く
り
技
術
講
習
会
と

菊
苗
交
換
即
売
会

　
　
　
―

緑
と
花
の
課
推
進
係

　
　
　
酋
2
3
－
・
6
3
９
９

日
時
　
６
月
２
日
（
上
）
　
・
３
‐

（
口
）
午
前
1
0
時
～
午
後
５
峙

場
所
　
甲
山
会
館
（
六
供
町
）

内
容
　
さ
し
芽
、
鉢
賦
（
移
植
）

交
換
即
売
会
　
大
輪
・
小
菊
ほ
か

・

春
の

◆
：
…
・
・
：
…
◆
：
…
・
‐
・
‐
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'
＼

＼
３
^
＝

７
-
M
-
ｃ
-
^
ｖ
i
^
-
ａ
.
　
＼
.
-
＾
　
>
i
i
　
'
-
＞
f
＾
'
^
"
-
'

V
　
^

緑
化
セ
ン
タ
ー
行
事
一
　

請
）
を
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
ご

岡
崎
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
豊
2
2
－
1
6
3
4

一
旬
サ
ツ
キ
展
示
即
売
会
開
催

一
　
期
日
　
６
‥
り
２
日
出
・
３
‐
頭

　
内
容
　
サ
ッ
キ
愛
好
者
に
よ
る
一

展
示
即
売
と
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
ご

ｒ
：
：
：
‘
’
：
秦

令
・
・

^､、

そ
の
他
　
墓
地
利
川
の
手
続
き
（
申

持
参
の
う
え
、
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理

１
　
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

６
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
酋
2
2
－
5
4
3
6
一

　
各
町
内
で
決
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ

持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
日
の
午
前

８
時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新
聞
、

雑
誌
及
び
衣
服
顛
も
、
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
縛
っ
て
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

15川4
日　日

吻　俐

∩7

附（火）

∩呂

㈲　，山

８
日

出

７
日

困 ﾊﾞﾙﾌﾞ)
２

口

山

１
日

剛

収

集
日

留

'frl

奥

祐

1 ]

雌

舅撫

で皆

命　｀

付

馬地
で

7

中笑輿
　言

　封

　言

　≒

　地区

気
合
日

清
地
区

岡
町

岡
２
区

保母

生沢

出合
東束

　｀本
生｀
田炎
西合

　丙
　本

平人
上平

　｀辻
人中
丁｀

内人

　平　下

　大

摺

　鳥
　R

　た

千万

　●　％
　口

　よ

チ中

力園

森紬
越越

　船
　眩

　ユ　一　－

収
集

実

施
町
名

職
業
訓
練
生
募
集

愛
知
県
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
豊
5
1
－
０
7
７
5

・
金
属
加
工
（
板
金
）
科
訓
練
生

　
資
格
　
現
在
、
在
職
中
で
定
年
を

間
近
に
ひ
か
え
た
、
並
び
に
技
能
を

習
得
し
よ
う
と
希
望
さ
れ
る
か
た
。

　
募
集
人
員
　
3
0
名

　
訓
練
期
間
　
夜
間
週
４
日
６
ヵ
月

　
入
校
時
期
　
７
月

　
特
典
　
授
匙
料
、
Ｈ
料
費
等
無
料

ガ
ス
溶
接
技
能
講
が
修
了
証
付
与

　
訓
練
場
所
　
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
（
美
合
駅
よ
り
徒
歩
７
分
）

※
く
わ
し
い
こ
と
は
職
業
訓
練
校
へ

・
和
裁
科
委
託
訓
練
生

　
資
格
　
和
裁
を
習
い
た
い
寡
婦

　
（
け
子
家
庭
の
か
た
）

　
募
集
人
員
　
年
間
1
0
々
４
１
‥

　
訓
練
期
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３

　
時
3
0
分
ま
で
、
６
力
列

　
入
校
時
期
　
６
Ｕ
、
９
月

　
訓
練
委
託
先
　
自
山
服
装
専
門
学

校
（
久
後
崎
町
　
束
閻
崎
駅
よ
り
徒

歩
６
√
’
ｆ
-
　
I
分
）

　
そ
の
他
　
受
講
料
等
は
無
料

※
ご
希
望
の
か
た
は
、
職
業
安
定
所

　
（
容
2
1

f
―
Ｈ
I
―
(
６
１
）
　
へ
。

　
　
　
　
　
●

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
６
月
７
日
、
1
4
日
、
2
1

日
、
2
8
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
戌
房

　
申
込
方
法
　
電
話
（
【
一
－
6
4
3
3
】

で
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

岡
崎
墓
園

　
日
曜
墓
地
相
談

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
容
4
6
1
３
2
6
0

。
緑
と
太
陽
”
の
岡
崎
墓
園
で
は
、

毎
月
１
∴
凹
、
口
曜
日
を
袋
地
相
談
日

と
し
、
巣
地
利
用
相
談
の
受
付
、
現

地
案
内
や
説
明
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
墳
墓
設
故
川
お
よ
び
焼
骨

の
埋
蔵
川
も
受
け
付
け
し
ま
す
か
ら
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

開
設
日

５
時時

　間

５
月
2
7
日
（
日
）

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後

場
　
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公

家
庭
教
育
相
談

社
会
教
育
課
社
教
指
導
係

　
　
　
　
　
ａ
2
3
1
6
4
3
3

　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

▼
基
本
的
生
洒
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
唾
眠
、
く
ぜ
等
）

▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●



き
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ざ

指
導
者
講
習
会

か
　
　
社
会
教
育
課
青
少
年
係

お市政だより日15月p-
ａ昭和54年15－-

Ｓ
2
3
‐
－
６
４
３
3

　
目
的
　
指
導
者
講
習
会
は
、
隊
長

副
長
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
者
に

こ
れ
か
ら
な
ろ
う
と
す
る
か
た
、
団

委
只
、
考
轟
員
な
ど
の
成
人
本
仕
者

及
び
そ
の
他
ス
カ
ウ
ト
教
育
関
係
者

　
（
育
成
会
役
貝
、
ス
カ
ウ
ト
の
両
親
、

社
会
教
育
関
係
者
、
地
域
団
体
関
係

者
な
ど
）
を
対
象
と
し
て
、
ス
カ
ウ

ト
の
原
理
と
方
法
の
基
本
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
期
日
　
５
月
2
6
日
出
～
一
一
い
一
日
㈲

　
場
所
　
岡
崎
巾
城
北
公
会
堂
（
魚

町
一
丁
目
四
番
地
・
岡
崎
郵
便
局
北

束
角
　
a
2
3
－
3
6
2
4
）

Ｅ
ｔ
／
⑩
図
づ

　
　
　
収
納
課
　
S
2
3
1
6
1
1
5
一

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
国
一

民
健
康
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
一

　
納
期
限
４
５
月
3
1
日
（
木
）
　
　
一

　
お
忘
れ
な
く
納
期
限
ま
で
に
納
付
　
　
　

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
甑
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
し
。
納
税
組
八
‐
を
迦
じ
て
納
　
　
　

付
さ
れ
る
か
た
は
、
″
介
納
税
組
八
琴
～

決
め
ら
れ
た
収
納
取
扱
日
に
納
付
し
・

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
講
師
　
黒
木
勝
利
（
愛
知
連
盟
副

リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　
資
格
　
満
1
8
歳
以
上
の
ｍ
心
な

　
定
員
　
匍
名
ユ
疋
以
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

　
受
講
費
　
―
名
１
、
５
０
０
円

　
（
教
材
賞
及
び
食
費
）

　
申
込
方
法
　
申
込
書
に
受
講
費
を

添
え
て
５
月
2
1
日
ま
で
に
（
必
着
）

教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
青
少
年
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
色
の
組
み
合
わ
せ
で
、
楽
し
く
染

め
ら
れ
る
袋
物
の
カ
ブ
ロ
ン
染
め
を

習
い
ま
す
。

　
日
時
・
場
所
　
６
月
1
7
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時
　
働
く
婦
人
会
館

　
指
導
者
　
丸
山
満
津

　
会
費
　
１
、
５
０
０
円

　
定
員
　
5
0
名
（
越
え
た
場
八
‥
抽
送
）

　
対
象
　
市
内
在
ぱ
、
も
し
く
は
た

勤
の
婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
一

日
教
室
名
　
②
住
所
　
③
氏
名
　
④

電
話
爵
号
、
返
信
用
の
宛
名
に
も
、

住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
を
必
ず
記

入
し
て
、
５
月
3
1
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
〒
４
４
４
　
岡
崎
市

伊
賀
新
町
十
番
地
三
　
岡
崎
市
働
く

婦
人
会
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
は
Ｉ
人
１
葉
に
限
り
ま
す
。

　
主
催
　
日
本
書
写
技
能
検
定
協
会

岡
崎
巾
教
育
委
員
会

　
試
験
日
　
６
月
1
7
日
㈲
▼
ペ
ン
字

　
午
前
1
0
時
　
▼
毛
筆
…
午
後
１
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
試
験
科
目
　
実
技
と
理
論

　
資
格
　
学
胚
　
年
齢
等
制
限
な
し

　
受
験
手
続
　
勁
く
婦
人
会
館
に
川

意
し
て
あ
る
顎
書
で
、
５
月
末
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
動
車
文
庫

み
ど
り
号

図
書
館
酋
5
1
ト
2
2
5
1

［
1

5
凹
㈲
閲
圈
］
　
Ｖ
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
ｍ
一
時
3
0
分
～
Ｈ

時
3
0
分
）
　
▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校

　
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）

▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校
（
午
後
３
時

～
４
時
）

ぼ
ｍ
．
°
［
ｎ
（
-
＞
＄
）
　
I
　
　
　
　
大
門
小

学
佼
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　
▼
大
樹
寺
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5

分
～
1
1
時
4
5
分
）
　
▼
常
磐
小
学
校

　
（
午
後
１
時
～
２
時
）
　
▼
安
戸
神

明
宮
（
午
後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

［
ぼ
際
限
ぼ
ヒ
　
Ｖ
の
川
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
１
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
六
ッ
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１

　
　
　
　
　
●

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
福
岡
小

学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

「
川
凹
面
凹
㈲
」
ｖ
岡
崎
市

本
宿
連
絡
所
（
午
前
1
0
時
Ｉ
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
山
中
小
学
佼
（
午
後
１
時

～
２
時
）
　
▼
藤
川
小
学
校
（
午
後

２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

ド
　
▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
時
．
3
0
分
.
―
I
0
時
3
0
分
）

　
▼
岩
津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分

Ｉ
Ｈ
峙
4
5
分
）
　
▼
細
川
小
学
校

　
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）

▼
奥
殿
小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

に
哨
に
匯
尿
」
　
ｖ
矢
作
東

小
学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
矢
作
北

小
学
校
（
ｙ
後
３
時
～
４
時
）

［
開
園
図
面
圀
］
　
ｖ
圭
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
）

　
▼
秦
梨
小
学
校
（
午
後
１
時
～
２

時
）
　
▼
常
磐
南
小
学
校
（
午
後
２

時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

尚
　
▼
美
合
東

部
ａ
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
緑
丘
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
屯
谷
小
学

校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

　
＝
図
書
館
だ
よ
り
＝

　
曝
書
休
館
　
ば
く
書
（
本
の
虫
干

し
）
と
蔵
書
点
検
幣
理
の
た
め
、
つ

ぎ
の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

期
間
　
５
月
2
2
日
肉
～
3
1
日
出

回周０囚⑨
市
政
だ
よ
り

秘書課広報係
　　萱23－6 0 3 3

　
　
　
　
　
　
容
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
毎
月
曜
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
口
‥
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
ガ
ン
の
は

な
し
）
　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
変
更

こ
ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
3
番

　
「
お
こ
り
ん
ぼ
う
の
山
王
さ
ん
」

井
田
町
　
５
月
1
5
日
～
3
1
‐



日本脳炎の

　予防接種を実施

６月の

- 16－

俐建だより

厚生経済部保健課

　　　豊23－6179

歯の無料相談所を開設

　　　　　　　　　　　　　　　保健課保健係　萱23－ 6168

　　接種方法

　　　基礎免疫　①初回接瞰…生後初めて接極するかたにＩ

　　　Ｊを２回皮下に注射する　②追加接種…初回接睡しだM

　　　年に1 nil!を１回皮下に注射する

　　　追加免疫　屈礎免疫完了後i～5年ごとに1㎡を1 [01

　　　皮下に注射する

　　　対象者

　　　　満3歳～ir5歳までのかた…①接種当日3歳～15歳で、

　　　基礎免疫を完了していないかた　②市外の学校、幼碓園、

●保育剛等の在学・在園者及び学校、幼碓園、保育園等で

　　接繩できなかったかた

　　料　　金

　　　接Ml同につき■180円(｡生活保護法による要保護|ii-帯の

　　　児童、およびこれに準ずるu度の世帯の児童については、

　　　実北が免除になりますので民生委員の証明書と、印鑑を

　　　ご持参ください、

　　　接種できないかた

　　　①有熱忠者、心臓lfiL管系、腎臓、肝臓疾忠のあるかた、

　　糖尿病忠者、脚気患者その他医師が接腫を行うことが不

　　適当と認める疾病にかかっているかた。　②病後衰弱嗇

　　又は栄養障害貴　③アレルギー体質、又はけいれん性体

　　質のかた。

　　接種後の注意

　　　　①接睡当日は安静を守るため､激動､入浴等は控えてく

　　　ださい。②接種部位が亦くなったり、痛んだりすること

　　　があり慨いだるさ、頭痛、発熱、さむけ等を覚えること

　　　がありますが、通常２～３日中には特別な処置をしなく
●　ても、次第に消退します。万一、異常があったときは、

　　　すみやかに医師の診察を受けてください。

　　　日　程　表

１回目 ２回目

6 月19日‘6 i]26［1

6 I] 20日

- 一 一

６月21日

一一一

6 ;]22日

6 月27日

６月28ロ

　　　　　　___._

6月29IJ　－

　時　　　間

一
午前io時　　～

　　　11時30分

　■■　警=晶¶･晶a-･=
午後i時30分～

　　　－=●.ﾐﾐﾐ･

場 所

矢作,iJ民センタ

　Ｔ'1気ｌ顎妬＝圖　崎　支

--　　-　午前lo沈
lnほ1岩･in市民セッタ

　　　　ｎ時30分

　・　　・．警･習-w警-¶
午後i時30分～

　　　　3 時30分

午削io時　　～

　11時30分

　　　　　"皿皿㎜午後１時30分ご

　　　　３時30分

午li'Iio時　　～

.‥　

11時30分

午後１時30雰ご

　　　３時30
＿　　　　　分
　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜

所

母子老人保健センター

美　合　公　民　館

六ツ美市民センター

東部市民センター
㎜ ㎜ - - - - ㎜ - - l - 　 = - j ■ 　 ■

太 　 　 陽 　 　 の 　 　 城

※なお、学校、幼稚園、保育園等の在学者、在園者につ

　いては、各施設で接種します。

　6 月4日から10日まで歯の衛生週間が令国的に展開さ

れます。

　これを期して、次のとおり歯の無料検診と相談所を開

設しますので、歯に関することならなんでもお気軽にご

相談ください。なお、虫歯のない1歳児に虫歯予防のフ

ッソ塗布も行います。（母子健康手帳をご持参ください）

日時　６月10日（目）

　　　午前10時～12時　午後i時～３時

場所　セルビ四側ロビー（康生通西）

主催　岡崎歯科医師会

後援　愛知県岡崎保随所、岡崎市

婚約したら婚前学級へ

　　　　　　　　　　　　　　　岡崎保健所　き22－2501

　岡崎保健所では、婚約されたお二人に、婚前学級をプ

レゼントします。健mで幸せな家庭づくりのために、ぜ

ひお出かけください。

日　時　６月、９月、12月、3 JJの第4日曜日

　　　　午後零時半～4時（次同は６月24日）

場　所　岡崎保健所

参加者　婚約者及び新婚のかた（できるだけお二人で）

内　容　結婚に必要な知識（希望により血液倹査）

受講料　無料

　出席されるかたは、電話で保健婦係へお申し込みくだ

さい。

　
国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

　
保
健
課
国
保
係
　
a
2
3
－
6
1
6
9

　
5
月
は
、
昭
和
５
　
１
年
度
国
民
健
康
保

険
料
第
１
期
の
納
入
の
月
で
す
。
忘
れ

な
い
よ
う
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
第
１
期
の
保
険
料
は
、
昭
和
5
4
年
度

の
国
民
健
康
保
険
料
率
が
ま
だ
決
定
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
昭
和
5
3
年
度
の
保

険
料
賦
課
額
の
４
分
の
Ｉ
を
暫
定
的
に

徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
岐
保
険
者
資
格
の
異

動
に
関
す
る
届
出
は
、
不
利
益
な
取
扱

い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

１
　
１
日
以
内
に
届
け
ま
し
よ
う
。



17 昭和54年５月15日

場　所　母子老人保健センター

　　　　（伊賀新町　働く婦人会館隣り）

日　程　表　　　　（保健課健康管理係 き23－6084）

種類 日　　　時 内　　　　容

老人・成人

健康相談

　　５　日

午前10時～n

午後１時~ 2

幻

吟30分

S3o分

血圧剛定検尿

保fi指導

　　26 日

午而10時～11

午後１時- 2

■;;)

|に0分

|!fiO分

血圧剛定険尿

保健指導

医師の検診(午後のみ）

旬お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　゛＼

R1回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子健康手帳(なくても可)、筆記用具

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表　　　　(保健課健康管理係　公23 －6084)

口 日 場　　所 対象 内　　　　容

１

|迢

目

７日困 岡崎保健叫
妊娠

７ヵ
月ま

での

かた

妊娠中の毀･啼一栄養・歯の
衛上･妊娠中川の日常生活･

心と休の準喩と赤ちゃんの
衣類の選ぴ力･・映画2itii-fg

青少年センター

太陽の城

２

川

自

14日困 岡崎保健所
妊娠

８ヵ
月以

降の

かた

妊娠後期の日常生活・入院

の時川と心冊え・赤ちゃん

の観察と収搬いおよび人浴
・原子限心制度2a日出

青少年センター

人陽の峨

対

注

場

日

象　昭和51年５月生まれの子供

意　母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

所　岡崎保健所（康生通西３の30　合22－2501）

程　表

日 受付時間 学　区　別

５日

固

午後１時～

　　　２時30分

井田、美今、屯谷、藤川、緑

丘、梅園

12日

(心

午前９時～

　　　10時30分
矢作（東・西・南・北）

午後１時～

　　　　2 l!,'j:30分

羽根､岡崎,愛宕､岩津､常磐、

常磐南･東浦|川、奥殿、志田

19日

陶

午後１時～

　　　２峙30分

大尉寺、六名、柚岡、大門、

連尺

26日

(火)

午前９時～

　　　10時30分

三島、六ッ芙i北・中・南)

城南、竜美庄

午後I時～

　　　２時30分

根石、広幡. 秦梨、山中、男

川、本宿、生'p:

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた

　ｏ受付時間　午前io時～im時3o分

　〇内　　容　休爪・身長測定、育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

　O 3～4ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　〇受付時間　午後１時~ 2時

　ｏ内　　容　医師の診察、体重・身長測定、育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください

日　程　表　　　　　r保健課健康管理係　023－6084)

日 場　　所 区　　　　域

5 日㈹ 青少年センター太陽の城

　　円j人与本町）

三島・峨南学区

19日出 六名・細石学区

４日剛 母子名人保健センター

　(働心賤臨い

井IIJ・愛宕一腹園学区

i8日n) 人樹与・大門学区、常磐地区

１日溺
岡崎傑随所

辿尺・ﾘill学区

IS日(勿 広幡串区．河介地区

６口湘 南部公　会堂 岡崎・羽扇学区

22日幽 矢作巾民センター 矢作地区

26 H 両 美合公民館 美合・屯谷・緑n.・篠ill牛区

12日(-≪ 本宿町Ｍ田病院 本宿一山巾学区

14 印相 岩津.1;民センター 岩津・恵m・細)11 ・奥殿学区

19圃･心 六ツ笑市民センター 六ッ笑地区

u日剛 岡崎市医師会館 奄美斤学区

８日向 福　岡　会　館 福川学区I 叫数月のみ）

※皆様の各地区に婦人民生児童委貝のかたがおられます。

　妊娠中・分娩・育児等でお困りのかたは気軽にご相談

　ください。

Ｏ受付時間

Ｏ内　　容

午後１時～2時

医師・歯科医師の診察、身体測定､育児･

栄養相談

○持参するもの　母子健康手帳

日　程　表　　　　（保健課鯉康管理係　023－6084)

日 場　　所 t-i 象!/d 区　　皿

7 日内
母子老人
保健センター

昭和52年12川上
愛右一井田・常磐・人
門・人樹寺学区　　Ｉ

13ロ囚 岡吟保随叫 岡,埼・羽限・柚岡・恨
n･ ･ 連尺学区

20日俐
六か三鳥･男川･笑今･
緑斤.･泰梨･生平学区

27日剛
竜笑丘一亡幡・城南・
梅閥学区

21日巾
矢作rli尺
センター

矢作地区

28日内
東部市･尺
センター

本宿一山中・m＼ ・咆
谷学区

※原則として、1 人1 luiriiiり、指定会場以外では受けられません。

※六ツ美地区111沁･細川･恵III ･奥殿は7 }]に行います。



昭I1I54年５月15日

６月の
突発急患者のための 休日緊愚当直医－

休日・夜問診療は急病の人のため　休口・夜間の急病はまず「かかりつけの医者」へ

｜

－

爽

１

｜　　万万ﾄﾚﾌﾟ 長坂記念病院

　　I能にl

　酋21－2032

前111　医＼'-'t

　　Ｃ本町3 1

　昔22－0497

古　川医院

　　叫･- 皿

　萱:ji－r)iii)

｜

休

ｉ

昌

市時
EW

登時ｊ

Ｖ

　川漸医．院｜

り　　Ｊ

　萱51 －1887

冨田･病|完

　　: Aに宿･

　Q48－2431

つかざき医院

　I 私'＼7t)

　萱48－5370

杉'訊卜．院

　（処ぐい

　萱51－3653
ｉ

　　　林　病　院｜　　　

・ll."幡）

　　　　昔23－52'^l

長坂記念病院

　{能昆)

　酋2i－203:^

竹内医院

　　叶公本い

　登22一1260

水叫病院

　唯にl )

S2:i -7158

いとう病院

　　（叫人寺丿

　昔51－285fi

吉付病院　｜　加藤痢院

　　　（りぃ　　　，　（明大寺）

　351－ 1895　　1　　a2i－;j25i

内　川病院

　　(康上』卵

　登21－5171
ｉ

Ｉ

亀井医院

　　口丿　限）

　酋5::i－U2H

衣仰医院

　　(篭|卜

　321－0781

臨小医院

　　国1生南･

　登22－3497

杉原医院

　　i'Ji 介

　S51一3!)5:i

｜ 康叱病院

　(康生＼馴

　萱21－1340

松　ド医院

　　り川大丁)

　S51－riO?4

高　田病院

　　丿云馬い

　S21－3387

山　奏病院

　一座尺1 )

　a2i--o;s59
ｉ

巾部医院

　　順　肌

　昔5i－r).-i34

伊幡医院

　　[(＼丿＼ぃ『

　S21－33i;i

岡　田医院

　　・八随1 i

　S21－0134

小　ﾄ．医院

　･'羽　岨

　S5ト1:^79

救急医療情報のご利用は→(^n弓⊇j⊆ン、

　
縁
ゆ
た
か
な
花
の
見
ら
れ
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
三
河
の
さ
つ
き
ま
つ
り

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
日
時
　
５
月
2
6
日
（
上
）
～
６
月

３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
場
所
　
▼
第
１
会
場
…
祓
川
公
剛

▼
第
２
会
場
・
：
甲
山
会
館

　
（
協
賛
会
場
…
康
生
通
束
、
連
尺
通
、

伝
馬
通
り
Ｉ
・
二
ｒ
‐
商
店
街
）

　
そ
の
他
　
技
術
指
導
と
、
愛
好
会

に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
「
さ
つ
き
」

の
即
売
を
行
い
ま
す
。

編集と発行 岡崎市市長公室秘占課

５月26日～６月３日

緑と花の課推進係　酋23－6399

岡崎市十E町2丁目９番地 a23－6033 〒444


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18

